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天
下
り
問
題
の
全
省
庁
調
査
の
進
捗
に
関
す
る
質
問
主
意
書

文
部
科
学
省
が
国
家
公
務
員
法
に
違
反
し
、
同
省
Ｏ
Ｂ
を
通
じ
て
「
天
下
り
」
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
た
問
題
を
き
っ
か
け
と

し
て
政
府
は
一
月
三
十
一
日
、
全
省
庁
を
対
象
に
し
た
天
下
り
問
題
の
調
査
チ
ー
ム
を
設
置
し
た
。

衆
議
院
の
議
事
録
に
よ
る
と
、
天
下
り
問
題
の
全
省
庁
調
査
に
関
し
、
安
倍
総
理
が
国
会
で
最
初
に
言
及
し
た
の
は
、
一
月

二
十
三
日
で
あ
る
。
衆
議
院
本
会
議
で
民
進
党
大
串
博
志
議
員
の
「
他
省
庁
で
は
同
様
の
事
案
は
な
い
の
か
、
政
府
全
体
の
信

頼
を
ど
う
取
り
戻
す
の
か
、
こ
れ
ら
に
向
け
た
対
応
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
安
倍
総
理
の
責
任
も
重
大
で
す
」
と
の
問
い
に
、

安
倍
総
理
は
「
本
事
案
で
生
じ
た
国
民
の
疑
念
を
払
拭
す
る
た
め
、
山
本
国
家
公
務
員
制
度
担
当
大
臣
に
対
し
、
同
様
の
事
案

が
な
い
か
ど
う
か
、
全
省
庁
に
つ
い
て
徹
底
的
な
調
査
を
行
う
よ
う
指
示
を
い
た
し
ま
し
た
」
と
応
え
て
い
る
。

天
下
り
問
題
の
調
査
チ
ー
ム
は
当
初
、
内
閣
人
事
局
に
弁
護
士
三
人
を
含
む
三
十
人
強
の
態
勢
で
組
ま
れ
、
内
閣
人
事
局
の

作
成
し
た
基
準
に
従
っ
て
、
天
下
り
を
禁
止
す
る
現
行
制
度
の
施
行
さ
れ
た
平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
以
降
に
再
就
職
し

た
Ｏ
Ｂ
全
員
と
現
役
職
員
を
対
象
に
調
査
し
て
き
た
。
山
本
幸
三
担
当
大
臣
の
記
者
会
見
や
三
月
二
十
二
日
付
日
本
経
済
新
聞

に
よ
る
と
、
二
月
二
十
八
日
に
従
来
の
三
十
人
強
か
ら
四
十
人
強
へ
と
約
十
人
増
強
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
天
下
り
問
題
に
関
連
し
て
文
部
科
学
省
は
三
月
三
十
日
、
歴
代
事
務
次
官
八
人
を
含
む
三
十
七
人
を
処
分
し
た
と

一



発
表
し
た
。
一
方
で
、
翌
三
十
一
日
の
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
他
省
庁
で
同
様
の
事
例
は
な
い
の
か
、
文
部
科
学
省
以
外
の
各

省
庁
の
大
臣
に
閣
議
後
記
者
会
見
で
問
う
と
、
「
承
知
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
否
定
す
る
大
臣
が
相
次
い
だ
と
い
う
。
山
本
幸

三
担
当
大
臣
は
、
こ
の
時
点
で
も
天
下
り
問
題
の
全
省
庁
調
査
は
継
続
中
と
記
者
会
見
で
応
え
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

内
閣
府
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
山
本
担
当
大
臣
の
記
者
会
見
を
、
こ
の
問
題
が
始
ま
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
す
べ
て
確
認
す
る

と
、
天
下
り
問
題
の
全
省
庁
調
査
に
つ
い
て
最
後
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
、
四
月
二
十
八
日
の
記
者
会
見
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
山
本
幸
三
担
当
大
臣
は
、
「
国
会
が
終
わ
る
ま
で
に
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
我
々
も
思
っ
て
お
り
ま
し

て
、
た
だ
引
き
延
ば
し
て
逃
げ
る
の
で
は
な
い
か
み
た
い
な
、
そ
ん
な
こ
と
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
何
と
か
い
わ
ゆ
る

国
会
の
会
期
中
に
は
報
告
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
急
い
で
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
以
降
、
山
本
幸
三
担
当
大
臣
の
記
者
会
見
で
は
、
加
計
学
園
等
の
問
題
に
関
す
る
質
疑
が
中
心
と
な
り
、
こ
の
問
題

に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

六
月
に
な
り
、
国
会
の
会
期
末
が
近
づ
い
て
い
る
な
か
で
、
山
本
幸
三
担
当
大
臣
の
「
た
だ
引
き
延
ば
し
て
逃
げ
る
」
時
期

が
迫
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

天
下
り
問
題
の
全
省
庁
調
査
の
進
捗
状
況
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

二



二

同
問
題
の
調
査
チ
ー
ム
は
、
弁
護
士
を
含
む
四
十
人
強
の
態
勢
で
あ
る
と
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
弁
護
士
の
任
期
、
も
し

く
は
契
約
期
間
は
い
つ
ま
で
か
。

三

山
本
幸
三
担
当
大
臣
は
、
四
月
二
十
八
日
の
記
者
会
見
で
、
「
た
だ
引
き
延
ば
し
て
逃
げ
る
の
で
は
な
い
か
み
た
い
な
、

そ
ん
な
こ
と
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。

通
常
国
会
閉
会
ま
で
に
全
省
庁
調
査
の
結
果
が
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
大
臣
の
発
言
ど
お
り
「
た
だ
引
き
延

ば
し
て
逃
げ
た
」
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
全
省
庁
調
査
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
正
当
な
理
由
は
何

か
。

四

政
府
と
し
て
、
各
省
庁
の
大
臣
に
天
下
り
調
査
の
期
限
を
指
示
し
た
事
実
は
あ
る
か
。

そ
の
場
合
、
政
府
の
誰
が
、
各
省
庁
の
誰
に
対
し
て
、
何
月
何
日
を
期
限
と
し
て
指
示
し
た
の
か
。

五

全
省
庁
調
査
の
結
果
は
何
月
何
日
ま
で
に
発
表
で
き
る
見
通
し
か
。

右
質
問
す
る
。

三


